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今、「平家物語」が熱い！
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典
を
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。
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菅原孝標女
は「源氏物
語」を夢中
になって読
んでいた。

芥川龍之介は、「今
昔物語集」「宇治拾
遺物語」を題材に
した小説を書いた。

松尾芭蕉は、「おくの
ほそ道」の旅で「平
泉」を訪れ、「平家物
語」の中でその活躍
が描かれる源義経の
最期に思いをはせた。
また、木曾義仲を敬
愛し、義仲の墓があ
る「義仲寺」に自分
の墓を建てることを
望んだ。

「平家物語」の
地震の描写は、
「方丈記」に基
づいている。

「徒然草」には、
「平家物語」の
作者といわれ
ている信濃前
司行長に関す
る記述が見ら
れる。

兼好法師は「枕草子」をお手本として読んでいた。

「土佐日記」は「古
今和歌集」の撰者
であった紀貫之に
よって書かれた。

「新古今和歌集」には、
「古今和歌集」や「源
氏物語」の歌を本歌
とする歌が見られる。

「伊勢物語」には、
「古今和歌集」に
収録されている歌
が出てくる。

「枕草子」「和泉式部日記」
「源氏物語」「紫式部日記」
は、一条天皇の後宮で生
み出された。

紫式部は「源氏物語」
の中で「竹取物語」を
「物語の出で来はじめ
の祖

おや

」と評している。
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「紫式部日記」に
は、清少納言に対
する辛辣な人物評
が書かれている。

現存する
最古の歌集

本の表紙は全て「ビギナーズ・クラシックス　日本の古典」
シリーズ（ＫＡＤＯＫＡＷＡ／角川ソフィア文庫）
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